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選手との思い出
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等と、プロアマでプレーしたこ

とがあり、大変ラッキーだと

思っている。その中で特に思い

出になっているのが、アーノル

ド・パーマー選手と一緒にプ

レーした時である。パーマー選

手と云えば、私がゴルフを始め

た頃には世界のビッグスリーと

云われたひとりで、ジャック・

ニクラス選手、ゲーリー・プ

レーヤー選手とともに有名で

あった。一度でもよいからその

中の選手と一緒にプレーしてみ

たいというのが、不可能とは知

りながら強い願望であった。

1992年、ブッシュ現大統領の

父であるジョージ・ブッシュ大

統領（当時）の後援会が、ヒュー

ストンで慈善ゴルフ大会を開催

したことがあった。仕事の関係

で招待され、プロアマ大会で

パーマー選手と一緒にプレーす

ることができた。その時の感激

は今でも忘れられない。その上、

ブッシュ大統領にその日の晩餐

会に招かれ、一度に二回の感激

を得た。その日の思い出の写真

である。

その時感じたパーマー選手の

印象は、スイングは独特なもの

であるが、非常に攻撃的なプ

レーをし、人柄は機知に富み、

誠実で不遇にもめげず勇気のあ

る選手であるということ。その

ことから、PGAツアーで61勝

をあげた偉大な選手であるのを

強く感じ取ることができた。

私がゴルフを始めたのは、

1968年で34歳の時であった。そ

れ以来、健康と趣味を兼ねて続

けているが、年齢とともにスコ

アの伸び悩みで悪戦苦闘してい

る。ゴルファーとしての憧れは、

マスターズが行われるオーガス

タでプレーすることと、米国ツ

アーの有名なプロゴルファーと

プレーすることだと思う。

私は幸いにして、2001年4月、

GEのウェルチ会長（当時）と

友人二人とオーガスタで二度プ

レーしたことがある。人生最大

の喜びであった。また、有名プ

ロゴルファーは、アーノルド・

パーマー選手、セルヒオ・ガル

シア選手、クレイグ・スタド

ラー選手、デービス・ラブⅢ世

選手、ジム・フューリック選手

ゴルファーとしての夢が
叶ったあの日の感激
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